
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫

基　本　施　策 A1 地域の個性を守り、活かし、伝えます

文化財課

編　成　区　分 当初

≪基本情報≫

整　理　番　号 31005 事務事業評価（事前）シート 提　出　日 令和3年11月8日

評価対象年度 令和4年度 事業担当課

事 務 事 業 名 長崎歴史文化博物館特別企画展負担金

なにが どうなっている

長崎の歴史文化が 市民に学ばれ、親しまれ、国内外に発信されている。

現状・問題点

平成30年に長崎市の唐寺調査が実施された。日本の文化に多くの影響を与えた隠元禅
師の出家から400年の節目となる令和2年度に、平成30年の調査結果を踏まえた「長崎の
黄檗-隠元禅師と唐寺をめぐる物語-」を開催し、長崎ならではの黄檗文化について紹介
する予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため延期となった。

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

なにが どうなっている

歴史文化遺産・景観・自然が
かけがえのない個性として、地域の中で大切に守られ、活
かされ、伝えられている。

個　別　施　策 A1-2 歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信します

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

市民や長崎を訪れる観光客に対し、隠元禅師により長崎から全国へ広がった黄檗文化に
ついて広く周知され、当該文化に対する市民等の理解度が深まる。

課題（どういうことをす
る必要があるのか）

隠元禅師の業績に加えて、近年の長崎での唐寺調査の結果踏まえた「長崎ならではの
黄檗文化」を分かりやすく紹介する必要がある。

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業

　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

新 規

拡 大



当　年　度 10,000 0 10,000

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

【事業概要】
　令和4年に隠元禅師の350年大遠忌を迎えるのに合わせて、隠元禅師によって日本全
国に伝えられた黄檗文化を紹介する特別企画展「黄檗展」（仮称）を長崎歴史文化博物館
において開催し、その経費の一部を負担する。
　本企画展はR2年度に開催する予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ため令和4年度に延期となったもの。
【事業主体】　長崎県、長崎市、長崎歴史文化博物館
【事業期間】　令和４年度
【開催期間】　R4.10.15～11.27（開催日数44日間、10/17、11/27は休館）
【開催場所】　長崎歴史文化博物館　3階企画展示室
【入館料】　　800円
【事業費】　　10,000千円（市負担金）
【総事業費】　企画展総事業費　29,500千円
　収入：県市負担金　20,000千円、入館料・物販収入　9,500千円
　支出：調査費　1,360千円、輸送費　8,700千円、設営費　9,330千円、広報費　4,750千
円、
　　　　 行事費　2,100千円、監視員費　2,800千円、その他460千円）

業務量の増減 増減なし（Ｒ３年度も特別企画展を実施）

金額（千円） 国 県 地方債

市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

隠元禅師が広めた日本に根付いた黄檗文化を広く紹介する。

事　業　期　間 （　　年度～　　年度　）

その他 一般財源

財源名称　

総　　　額

15,000

成果指標及び
目標値の説明

企画展入場者見込み

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

予
算
額

成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） 人数

年　　　度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

目　標　値

　日本文化に多くの影響を与えた隠元禅師の出家から400年の節目となる令和２年度に開催予定としていた、黄檗
文化を紹介する企画展が、コロナ禍によって延期となっていたため、隠元禅師の350年大遠忌を迎える令和４年度
に改めて開催しようとするとするものである。
　長崎の歴史文化に対する市民意識を高め、その魅力を発信することにつながる事業であることから、事業の実
施は適当である。

(2) 評価会議における指摘事項

単年度 単年度繰り返し 期間限定

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他

情報共有 参画 協働


